
                 

体験活動・ボランティア活動情報誌  

編集・発行 千葉県体験活動ボランティア活動支援センター https://www.skplaza.pref.chiba.lg.jp/volunteer/ 

〒277-0882 千葉県柏市柏の葉 4－3－１千葉県生涯学習センター・芸術文化センターさわやかちば県民プラザ内  

受付：毎週火曜日・木曜日・土曜日 午前 9 時から午後 5 時（年末年始、さわやかちば県民プラザ休所日は除く） 

TEL・FAX 04-7135-2200  メール：vc_chiba@pref.chiba.lg.jp 

体験活動やボランティア活動の支援、相談、情報の収集・発信、講座の開催を行っています。 

千葉県立流山北高校の１学年が自ら探したボランティア活動を実施！ 
千葉県立流山北高等学校では、１学年が積極的にボランティア活動を行っています。夏休みを使って生徒

たちは自らボランティア活動を探し、実際に６０人が体験しました。具体的な活動内容は、「学童クラブの

お手伝い」や「使用済み切手の仕分け」、「ベルマークの仕分け」、「地域の清掃活動」などです。体験を

通して、生徒たちはもちろんですが、彼らと関わった人たちも大きな刺激を受

けたことと思います。 

実際に活動したボランティアの内容を記録するノートとして、「ちば活動ポ

ートフォリオ」を夏休み前に配付していただきました。その「ちば活動ポート

フォリオ」について千葉県立流山北高等学校の正治勇人校長先生にお話を伺い

ました。「大きさは使いやすく、活動内容や感想を書くところは、例が書いて

あることで何を書いたらいいかわからない生徒にとって大変ありがたかったで

す。」と良いところばかりお話ししてくださいました。たくさんの生徒たちが

ボランティア活動をしていることを受けて、校長先生は、「学校行事とは違

い、主体的に行動した体験、やってきたことは本物です。」とおっしゃってい

ました。お忙しい中、御協力いただいた正治勇人校長先生、ありがとうござい

ました。これからも、生徒たちがいろいろなボランティア活動を通して、人と

関わることの喜び、感動を味わってほしいと願います。 

自らの活動を記録する「ちば活動ポートフォリオ―未来へのパスポート―」 

は高校生がきっかけで誕生！！ 
【誕生の話】「ボランティア活動の証明が欲しい！」と主催事業のボランティアを中学１年の時からしてい

た高校生から相談がありました。６年間のボランティア証明はなかなか難しいものでした。そこで、これか

らは自分で記録を残していくことが活動の証明になると考え、このポートフォリオが生まれました。 

【どう使うの？】体験活動やボランティア活動の足あとを記録するノート！ 

「ちば活動ポートフォリオ」は、自身の活動を記録するノートです。学校や地域等

で活動したことや、日常生活で取り組んだことなどを記録します。どこかに提出す

る必要はありません。保管は各自行いましょう。 

【活用の目的】活動の様子や活動を通して考えたことや感じたことなどを記録し、

振り返ることで、変化や成長を実感できるツールとなっています。活動実績を記録

した「ちば活動ポートフォリオ」は、自身の活動を証明するものとなり、進路に活

用することもできます。小学生用と一般用の２種類ありますので、どの年代の方も

活用できます。 

 ご興味のある方は、千葉県体験活動ボランティア活動支援センターまでご連絡ください。 

 また、当センターホームページからダウンロードもできます。 
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千葉県体験活動ボランティア活動支援センターでは、体験活動やボランティア活動をしてみたい
という方に対して、情報提供や支援を行っています。 

その他、電話やメールによる相談、ホームページでの情報発信も行っています。支援センターブログでは、  

今伝えたいこと、旬の話題に関する情報を発信しておりますので、是非、ご覧ください。 

 

 

 



 

令和４年度体験活動及びボランティア情報 

    ＃ちょいボラキャンペーン 2022 
「＃ちょいボラ活動報告」募集中！ 

千葉県では、身近なことでできるボランティア活動

「＃ちょいボラ」を広めるキャンペーンとして、「＃ちょ

いボラ活動報告」を募集しています。応募していただく

と、皆さんの活動が「みんなの＃ちょいボラ」として、

千葉県ホームページなどで紹介されます。 

応募期間 2/28（火） 

申込／問合せ 千葉県県民生活課県民活動推進班 

メール：npo-vo@mz.pref.chiba.lg.jp 

      Tel:043-233-4133 

 

「ななしのプレーパーク」のボランティア募集 
ななしのプレーパークの運営を支援していただける方

を募集しています。以下のような活動があります。①子

どもたちがのびのびと自由に遊べるように子どもたち

を見守る②子どもたちと一緒に遊ぶことで遊びを広げ

る。③裏方として冒険あそび場を作る。 

開催日 通年（毎月第４土曜日）（令和４年度） 

    午前 10 時～午後３時 

会 場 プラッツ習志野野球場横で活動 

主 催 フューチャーセンターならしの 

問合せ TEL:047-476-3213 

   （毎週火曜から日曜日 午前 10 時から午後 4 時） 

   メール：future_center@narashino-future.jp 

 
2025 年デフリンピックが東京で開催！ 

デフリンピックは４年に１度、世界規模で行われる聴

覚障害者ための総合スポーツ競技大会であり、日本では

初の開催となります。 

「ろう者のオリンピック」として夏季大会は１９２４

年にフランスで、冬季大会は１９４９年にオーストリア

で初めて開催されています。障害当事者であるろう者自

身が運営する、ろう者のための国際的なスポーツ大会で

す。デフリンピックではコミュニケーションの全てが国

際手話で行われ、競技はスタートの音や審判の声による

合図を視覚的に工夫するなど、情報格差の解消以外はオ

リンピックと同じルールで運営されています。 

現在、デフリンピック準備室ができたばかりです。 

開催の歴史や競技内容、興味のある人は調べてみまし

ょう 

開催日程 2025 年 11 月 15 日(土)～26 日(水)まで 

会場 駒沢オリンピック公園総合運動場ほか 

問合せ 社会福祉法人千葉県聴覚障害者協会 

FAX:043-308-5562 TEL:043-308-6372 

 

【受講生募集】ちばボランティア塾 第２期 
合計６回のカリキュラムで構成され、最後に修了証書

を発行いたします。 

日 時 2023 年 5/20～8/5(土曜日午前) 

会 場 千葉市民活動支援センター会議室他 

参加費 無料 中学生以上ならどなたでも 

問合せ 千葉市民活動支援センターTel:043-227-3081  

メール：info@chiba-npo.net 

手賀沼地域クリーンアップ大作戦  
日 時 3／18(土) 午前 10 時～午前 11 時半 
【陸クリーン】申込不要 企業や団体でご参加される場
合は開催日の 10 日前までにご連絡ください。 

持ち物 軍手・飲み物  
【沼クリーン】てがぬまパドルクラブの指導で行いま
す。参加者５名募集 参加費 1000 円（機材レンタル・
保険料込み）かかります。 
申込み メール：teganumapc@gmail.com 
場 所 手賀曙橋 手賀沼フィッシングｾﾝﾀｰ前集合 
主催者 千葉県手賀沼自然ふれあい緑道 
問合せ 指定管理新松戸造園 Tel:047-391-2828 
    当日連絡先 090-1893-9821 
 
 持続可能な社会の実現にむけて、 

SDGs をちょっと意識してボランティアや体
験活動をしてみよう！ 

 
持続可能な開発目標（SDGs）は、体験活動・ボランテ

ィア活動の行動目標にもなります。目標達成には世界の
みんなが力を合わせていくこと、そして一人一人の意識
の変化が必要なのかもしれません。 

誰かのために、社会のために、したいこと、できるこ
とを自ら考え、できることをしていきましょう。一人の
力は小さくても、世界中の多くの人々が力を合わせれ
ば、とても大きな力になります。 

 
 例えば、「歯を磨くときに水を止める」という行動は、
水の節約になります。これが日本の水不足解消に貢献す
るというボランティアにもなり、SDGs の目標６「安全
な水とトイレを世界中に」の達成に貢献しています。 
目標１２「つくる責任つかう責任」 
 ◎風呂敷エコバックを持ってちょいボラ 
 ◎食べ残しをなくし、地産地消でちょいボラ 

◎捨てずに集めてちょいボラ（収集ボランティア） 
  ・使用済みハブラシ  

軽く洗って乾かしたもの 
・使用済み切手（5mm～1cm 程残して切り取る） 

目標 4「質の高い教育」 
・ベルマーク  

目標 3「福祉と健康」 
・コンタクトの空ケース  

目標１７「パートナーシップで目標を達成しよう」  
◎笑顔であいさつをしてちょいボラ  

使用済みハブラシや切手、ベルマークの、回収ボックス
は、さわやかちば県民プラザの総合受付裏側にある当
センターに設置しています。 
 みなさまのご協力をお願いいたします。 
 
【１月１７日は『災害とボランティアの日』】 

 １９９５年１月１７日に発生した阪神・淡路大震災に

因んで制定された記念日です。 

この機会に、災害とボランティア活動について、もう

一度考えてみましょう。１月１５日から１月２１日まで

の期間は、災害時の家族の安否を確認する手段として各

電話会社が提供している「災害用伝言ダイヤル（１７１）

や「災害用伝言板サービス」の体験利用ができます。 


